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沖縄科学技術大学院大学学園の運営体制

文部科学大臣
内閣総理大臣

（沖縄及び北方担当大臣）

監事法人の業務を決定
（業務実績の自己評価 を含む）

○理事長＝法人の長≠理事会議長

○理事（過半数は学外者）

重要事項を審議

○学内外の代表者
（寄附行為に基づき理事会が
選任）

評議員会（ＢＯＣ） 理事会（ＢＯＧ）

意見

報告

学校法人の
解散命令 等

選任認可 報告

沖縄科学技術大
学院大学学園の
今後の諸課題に
関する検討会

事業計画認可（沖振計画との調和）

補助金

報告徴取・検査（財務・会計）

是正要求 等

会計監査人

監査

学長

措置発動の要求

報告徴取・検査（業務等）

定員是正命令 等

業務実績報告の提出
（自己評価含む）

議長議長

私学助成

沖縄科学技術大学院大学学園

助言

沖縄科学技術大学院大学

選任、委任（大学院大学の
日常的な運営）

運営体制の構築の協議、財
務運営・業務運営に関する報

告説明責任等

プロボスト チーフ・オペレーティング・オフィサー

※R3年1月時点

黒矢印：学校教育法、私立学校法等に基づくもの
赤矢印及び赤字：学園法に基づくもの
青矢印及び青字：法令に基づかないもの

※内閣府作成資料
（2021.1時点） 32



沖縄科学技術大学院大学の運営体制

※第23回OIST検討会(2020.7.29)
OIST提出資料
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教員・研究員数（予算定員）の推移

※OISTからの情報を基に内閣府が作成（2021.6時点）

第1研究棟
（18,010㎡）
・2010年3月～
・収容：教員20名

第2研究棟
（14,326㎡）
・2012年6月～
・収容：教員15名

第3研究棟
（10,604㎡）
・2015年6月～
・収容：教員15名

海洋科学ステーション
・2016年7月～
・ 収容：教員5名

第4研究棟
（18,481㎡）
・2020年4月～
・収容：教員20名

第5研究棟
（15,000㎡）
・2022年度

竣工予定
・ 収容：教員25名

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
教員 51 51 51 55 60 65 70 75 82 88

研究員 244 306 341 353 368 383 403 461 501 511

計 295 357 392 408 428 448 473 536 583 599

0

100

200

300

400

500

600

700
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人数 外国人比率 女性比率

教員 82 63% 16%

研究ユニットスタッフ※ 469 55% 52%

研究支援スタッフ 102 27% 47%

事務スタッフ 359 23% 68%

教職員全体 1011 41% 54%

学生・教職員数

教職員

1,011名／58ヶ国・地域（令和3（2021）年5月）

学生
226名／45ヶ国・地域（令和3（2021）年5月）

合計 外国人比率 女性比率

博士課程学生 226 84% 42%

※研究ユニットスタッフには、サイエンティスト、研究員（ポスドク）、ユニット専属技術員、秘書・事務が含まれる。

※OISTホームページより
（2021.5時点） 36



教員と事務・技術職員の割合

※⑤以外の役員、附属学校職員等、非常勤教員、非常勤事務・技術職員が含まれている。

⑨学部 ⑩大学院

OIST 82 8.1% 930 91.9% 1,012 71.1億円 39% 226 ー 226
大学Webサイト(2021.5)､2019決算､
常勤職員のみ

東京工業大学 1,045 63.2% 608 36.8% 1,653 218.0億円 47% 10,448 4,922 5,526
Tokyo Tech ﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ2020-2021,
2019決算､常勤職員のみ

奈良先端科学技術大学院大学 197 53.7% 170 46.3% 367 39.3億円 49% 1,068 － 1,068
データーで見るNAIST(2021.5)､
2019決算､常勤職員のみ

カリフォルニア工科大学 300 7.7% 3,600 92.3% 3,900 466.3億円 60% 2,231 901 1,330
大学Webサイト（2021.5）
常勤職員のみ

スイス連邦工業大学
チューリッヒ校

520 5.2% 9,400 94.8% 9,920 1483.5億円 67% 23,420 18,460 4,960
HUMAN RESOURCES AND
INFRASTRUCTURE(2019)
常勤職員＋非常勤職員(常勤換算)

南洋理工大学 1,688 21.2% 6,288 78.8% 7,976 783.3億円 53% 32,346 24,579 7,767
NTU AT A GLANCE 2020（2020.7）
常勤職員のみ

備考(出典・時点)

⑧学生数⑦
人件費
比率

（経常費用に
占める割合）

①
常勤教員

②
常勤教員

割合

③
常勤事務･
技術職員

④
常勤事務･
技術職員

割合

⑤
教員＋事
務・技術職
員(①＋③)

⑥
人件費

（役員人件費
を含む）

※

※内閣府作成資料
（2021.6時点） 37

＊大学により職員の定義が異なることに留意。



施設の概要

※内閣府作成資料
（2021.2時点） 38



合計、日本人（赤棒）、日本人割合（折れ線）

合格者数の推移 入学者数の推移

学生の入試状況

12 14 20 17 15 12 18

18
25208 398

231
294

443
388

502

1540

5.8%

3.5%

8.7%

5.8%
3.4% 3.1% 3.6% 1.2%

2.2%
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第１期生 第２期生 第３期生 第４期生 第５期生 第６期生 第７期生 第８期生 第9期生

志願者数

合計 208 398 231 294 443 388 502 1540 1131

日本人 12 14 20 17 15 12 18 18 25

日本人割合 5.8% 3.5% 8.7% 5.8% 3.4% 3.1% 3.6% 1.2% 2.2%

合格者数

合計 49 41 40 54 61 48 60 79 75

日本人 8 4 8 5 6 5 7 （※）8 12

日本人割合 16.3% 9.8% 20.0% 9.3% 9.8% 10.4% 11.7% 10.1% 16.0%

入学者数

合計 34 20 27 24 35 37 34 52 62

日本人 5 5 6 2 6 5 1 （※）9 13

日本人割合 14.7% 25.0% 22.2% 8.3% 17.1% 13.5% 2.9% 17.3% 21.0%

8
4
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7 8
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49
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1131

志願者数の推移

（※）合格者日本人8名､入学者日本人9名→第7期合格者が病気により第8期で入学している。

※OISTホームページ等より（2021.8時点） 39



 Harvard University, USA x 2
 The University of Tokyo, Japan
 Karlstad University, Sweden
 Ruhr-University Bochum (RUB), Germany
 University of the Ryukyus, Japan
 Nanyang Technological University, Singapore
 Sars International Centre for Marine Molecular Biology,  

University of Bergen, Norway
 ETH Zurich, Switzerland
 Massachusetts Institute of Technology, USA
 University of Calgary, Canada
 University of Washington, USA
 University of Cambridge, UK
 University Pierre and Marie Curie, France 修了者数︓35名

国立研究所でのポスドクのポジション: 6
 Lawrence Berkeley National Lab,USA
 RIKEN Center for Sustainable ResourceScience,

Japan
 Inria, France
 CNST, Italian Institute of Technology,Italy
 Salk Institute for Biological Studies,USA
 Max Planck Institute for Biology ofAgeing,Germany

民間企業 営利組織: 5
 Nature publishing, London,UK
 Twilio, Tallinn, Estonia
 McNeilAB | Johnson & Johnson,Sweden
 The Goodyear Tire & RubberCompany,  

Luxembourg
 Araya, ltd., Japan

アシスタントプロフェッサー: 1
 Harvard University, USA

アソシエイトプロフェッサー: 1
 Anhui University of Technology,China

大学でのポスドクのポジション: 14

博士課程修了生の進路（その１）

※第21回OIST検討会(2020.1.28)

OIST提出資料
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博士課程修了生の進路（その２）

修了生６２名 （２０２０年１１月４日現在）

21

2
15

8

8

7 1

Universities (Other) 21 Universities (Professor)
OIST Junior Research Fellow 15 National Labs/Research Institutes 8
Private Industry 8 Still deciding/unknown 7
Others 1

※第36回OIST定例協議会(2020.11.30)

OIST提出資料
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Science Challenge @ OIST* Skill Pills+ @ OIST OIST Café Research Internships @ OIST
Chiba University Hosei University The Open University of Japan Ehime University
Gifu University International Christian University University of Tokyo Hokkaido University
Hokkaido University JAIST Fukushima Medical University

Keio UniversityInternational Christian University Keio University Tokyo University of Science

Keio University Shizuoka University
Tokyo University of Agriculture and
Technology

Kyoto Prefectural University of Medicine
Kyoto University

Kobe University Tohoku University Shonan Institute of Technology Kyushu Institute of Technology
Kogakuin University Tokyo University of Science Kogakuin University

Kyushu UniversityKyoto University Waseda University Shinshu University
Meiji UniversityKyushu University Aoyama gakuin University Tohoku University

Nagoya City University University of Tokyo Okayama University of Science Osaka University
Okayama University of Science University of Toyama Gakushuin University The University of Tokyo
Shinshu University University of the Ryukyus Tohoku University
Tohoku University

Tokyo University of ScienceTokai University in Tokyo and Okinawa
Tokyo University of Agriculture and
Technology

Tokyo University of Agriculture and Technology
Tokyo University of Marine Science and Technology

Tokyo University of ScienceTokyo University of Science
Tottori University University of the Ryukyus
University of the Ryukyus University of the Ryukyus School of Medicine
University Of Tokyo Waseda University
University of Tsukuba

Yamaguchi university

令和元年度研修等参加者の出身大学一覧

* Postponed to March 2021 due to COVID-19 COVID-19のため2021年3月に延期

※第23回OIST検討会(2020.7.29)

OIST提出資料
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教員の区分

プロフェッサー
（教授）

アソシエイト・プロフェッサー
（准教授）

アシスタント・プロフェッサー
（准教授）

教授・准教授（非常勤）
アジャンクト・プロフェッサー

（注２）

テニュア
○

例外あり （注３）

×
例外あり （注４）

× ×

契約期間 定年退職まで 定年退職まで（テニュアの場合）
７年間

（個別契約による）
３～５年間

評価 ５年ごとに教員評価
最初の５年契約の４年目に

昇進の評価
５年後に昇進の評価  （注５） 契約満了前に教員評価

論文研究指導
教員資格

○ ○ ○ ×

（注１）「沖縄科学技術大学院大学基本方針・ルール・手続き」（PRP）第３章に基づき作成。

（注２）他大学で職を持つが、OISTにも研究資源があり、OISTの教育研究活動に相当な時間（専任教員と比較した場合、最高50％程度）を費やす教員。

（注３）定年に達している等の場合はテニュアが無い場合がある。

（注４）例外的な事情がある場合は、テニュア付きで採用されることもある。

（注５）評価の結果により、Outstandingという評価の場合、期限の定めのないプロフェッサー（テニュアが与えられる）に昇進する。
　　　　Successfulという評価の場合、テニュアのないアソシエイト・プロフェッサーへ昇進し、８年目に２回目のテニュア審査を受ける。
　　　　Not successfulという評価の場合、最低１年間の猶予期間を経て、７年の契約期間終了後、退職。※内閣府作成資料

（2021.1時点） 43



 物理学、化学、神経科学、海洋科学、環境・生態学、数学・計
算科学、分子・細胞・発生生物学、工学・応用科学の８つの分
野を基礎として、81の研究ユニットにより、学際的研究が行わ
れている。

（注）
異分野間における共同研究の相対数を矢線の幅で表す。

 学生は、１学年次に３つの研究ユニットで学び、そのうち少
なくとも１つは専門分野以外の研究ユニットを選択すること
が義務付けられている。

所属研究ユニット（研究テーマ）を決定。

（例）

生物

細胞シグナル
ユニット

化学
核酸化学・

工学ユニット

物理
流体力学
ユニット

ラボローテーション（１年次）

①9月～12月 ②1月～4月 ③5月～8月

 同じ研究棟に、異なる複数の分野の研究室を配置。
 ラボスペースは、間仕切りの少ない開放的なオープンラボ

形式。

【概念図】

出典：文部科学省「国立大学等の特色ある施設2014」

 研究機器の共用化により、研究者の学際的交流を促進。
※共有研究機器の割合：68.2% （金額ベース）（令和３年１月時点）

教員、秘書

大型研究機器

実験台

小型研究機器

学際的研究 研究施設

（出典）OISTホームページ

（参考）研究ユニット間の協力関係

ラボローテーション

沖縄科学技術大学院大学の学際性

※内閣府作成資料
（2021.1時点） 44



「ネイチャー・インデックス」における評価

〇2019年６月に公表された「ネイチャー・インデックス」において、OISTは、2018年の研究機関ランキングにて、

（１）機関別の重要な科学論文への貢献度を表す指数（FC）：全世界で 360 位、日本で 16位
（２）発表論文のうち重要な科学論文の割合を表す指数（NFC）：全世界で９位、日本で１位

という評価。

NFC順位
（規模補正後）

FC順位
（規模補正前）

1 347 コールドスプリングハーバー研究所、米国

2 56 ワイズマン科学研究所、イスラエル

3 415 オーストリア科学技術研究所（IST）、オーストリア

4 430 米国高等研究所、米国

5 289 ブランダイス大学、米国

6 155 ロックフェラー大学、米国

7 422 ジャワハルラルネルー先端科学研究センター、インド

8 38 スイス連邦工科大学ローザンヌ校、スイス

9 360 沖縄科学技術大学院大学（OIST）、日本

10 25 プリンストン大学、米国

11 2 スタンフォード大学、米国

12 3 マサチューセッツ工科大学（MIT）、米国

13 7 スイス連邦工科大学チューリッヒ校、スイス

14 16 ノースウェスタン大学、米国

NFC順位
（規模補正後）

FC順位
（規模補正前）

15 88 テキサス大学サウスウェスタンメディカルセンター、米
国

16 52 カリフォルニア大学サンタバーバラ校、米国

17 23 カリフォルニア工科大学、米国

18 111 キングアブドラ科学技術大学、サウジアラビア

19 1 ハーバード大学、米国

20 106 テクニオン・イスラエル工科大学、イスラエル

・・・

40 5 東京大学、日本

・・・

60 27 京都大学、日本

・・・

93 59 大阪大学、日本

・・・

95 82 名古屋大学、日本

【用語解説】ネイチャー・インデックスとは、シュプリンガー・ネイチャー（出版事業を行う民間企業）社が、重要な科学論文の発表状況を研究機関、国、地域といったレベルで理解するのに
役立つことを目的として作成するランキング。

【作成方法】独自に研究者からなる委員会が主要科学ジャーナルを選定（2018年時点で 82誌）。掲載論文をカウントし、機関別に下記①②の指数を毎月公表（更新）。暦年の成果もまとめてお
り、2019年 6 月に公表した「Nature Index 2019 Annual Tables」では、発表数の規模補正を行い、発表論文のうち重要な科学論文の割合を表す下記③の指数を公表。
①Article Count（AC）＝対象となる科学ジャーナルに一定期間の間に掲載された論文数。
②Fractional Count（FC）＝対象となる科学ジャーナルに一定期間の間に掲載された論文数を、共著がある場合、その著者数の割合で按分してカウントした数。1本の論文を 4 名で記載し、
そのうち当該組織の執筆者が 2 名であれば、0.5本とカウントする。

③NormalizedFractional Count（NFC）＝「FC」を１年間にその機関が発表した自然科学の論文数で除した数値。（分母は、デジタルサイエンス社のデータベースであるDimensionsに登録
された論文数を使用）

※内閣府がネイチャーインデックス2019を基に作成
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Source CNCI articles cited Top 10% Top 1%

OIST 1.31 75% 14.3% 2.2%

All Japan 0.89 63% 7.5% 0.9%

Tokyo University 1.22 71% 11.5% 1.6%

論文の質について
• 計量書誌学

– 注意︓引用分析は解釈が非常に難しく、信頼性
の高 い優れた指標とは限りません。

※第21回OIST検討会(2020.1.28)
OIST提出資料
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研究ユニットのサイクルと予算配分について

スタートアップ
期

研究実施
評価

(原則5年
ごと)

評価
(5年ごと)

採用活動
~オファー

受諾

研究実施着任
準備

リソース
計画

スタートアップ
機器購入

スタートアップ
(ラボの基本的な

器具等)

毎年度
審査

毎年度
審査

毎年度
審査

リソース
計画

運営
費

機器購入費

人員予算 フルプロフェッサー（教授）：1名に付き原則 8人分
アソシエイトプロフェッサー：1名に付き原則 6人分
アシスタントプロフェッサー：1名に付き原則4人分

毎年度
審査

毎年度
審査

毎年度
審査

機器購入・更新

フルプロフェッサー（教授）：1名に付き原則 8人分

アソシエイトプロフェッサー：1名に付き原則 6人分

アシスタントプロフェッサー：1名に付き原則4人分

プロボスト等が審査
学長が承認

プロボスト等が審査
学長が承認

ファイナン
スレポート

（外部資金
情報等）

ユニット終了
ユニット縮小

※第19回OIST検討会(2019.9.12)
OIST提出資料 47



18%

5%

33%

35%

9%

 教育と研究のみならず、事務処理手続きまで全て英語で実施（公用語が英語）。
 ＯＩＳＴに「国際業務部署」は設けられていない。

英語環境

 研究・教育のみならず、事務処理も含めて英語が公用語となって
いる点は、国内で唯一。

 英語が公用語のため、事務部門は、英語資料について必要に応
じて日本語に翻訳。

 職員は原則、ビジネスレベルの英語能力を前提に採用。

外国語による授業科目【大学院】

 東京大学 11.3% → 25.4%

 NAIST 33.9% → 56.3%

 OIST 100%

職員の英語力

 東京大学 6.2% → 25.0%

 NAIST 17.9% → 26.9%

 OIST 全員ビジネスレベル

＜英語対応の状況＞

H26年度 H35年度目標

平成27年度スーパーグローバル大学創成支援事業「構想調書」

 大学の国際競争力を高めるために、国際公募を積極的に実施。
 グローバルスタンダードである９月入学の学年歴の採用により、外国人の受入れの障壁をなくしている。

国際公募

【学生】
 OIST Café （大学院説明会）や国内外の学生等

を対象としたリサーチインターンシップを提供。

＜学生＞
全217人（第1～9期生）、42の国・地域
※令和２年9月時点（卒業生含む）

H26年度 H35年度目標

日本,40人

北米,10人

欧州,76人

その他,16人

アジア,75人

沖縄科学技術大学院大学の国際性

●主な出身大学等

カリフォルニア工科大学、ケンブリッジ大学、
ワイツマン科学研究所、東京大学、京都大学、
奈良先端科学技術大学院大学 等

※内閣府作成資料
（2021.1時点） 48



国際共著率について（その１） 日本の他大学や研究機関と比較した、OISTの国際的な
共著者による出版物の割合

※第21回OIST検討会(2020.1.28)
OIST提出資料 49



OIST

25.5%

74.5%

国際連携 国内連携

東京大学

46.5% 53.5%

国際連携 国内連携

京都大学

49.8% 50.2%

国際連携 国内連携

東京工業大学

47.7% 52.3%

国際連携 国内連携

オックスフォード大学

24.9%

75.1%

国際連携 国内連携

ETH（スイス連邦工科

大学チューリッヒ校）

17.7%

82.3%

国際連携 国内連携

NUS(シンガポール国立

大学)

16.3%

83.7%

国際連携 国内連携

IST（オーストリア科

学技術大学）

5.6%

94.4%

国際連携 国内連携

国際共著率について（その２）

※内閣府がネイチャーインデックス2020を基に作成 50



ＯＩＳＴと他大学との論文統計比較

データ抽出期間：2012-2020（2021/3/9時点の「InCites（トムソンロイターのデータベース「Web of Science®」の情報を元にした研究分析ツール）」より）
※１：Web of Science Core Collection （データベース）に収録されている論文数

※２：各論文について、それぞれの分野／出版年／ドキュメントタイプが同じ論文集合のCitation impact（一論文あたりの平均引用数）と比較し、

各論文の相対被引用度を計算してその平均値を算出

※３：被引用数上位1%･10%の論文を有する割合（出版年、ドキュメントタイプが同じ論文集合）
※４：複数国の共著による国際共著論文の割合（国際共著率）

※５：論文の著名者の中に1人以上、産業界所属者がいる割合（産業共著率）

※内閣府作成資料
（2021.3時点） 51

年
経
年

「Web of
 Science」
に掲載された

論文数

被論文
引用回数

相対
被引用度

トップ
１％論文
の割合

トップ
10％論文
の割合

国際
共著率

産業
共著率

世界
順位

日本
順位

論文
シェア
2019

 OIST 2012 9 2,738 40,557 1.28 2.08 14.76 63.00 3.14 489 19 25.66
 東京大学 1877 144 102,697 1,484,844 1.22 1.60 11.67 34.87 4.43 11 1 429.97
 京都大学 1897 124 72,416 978,621 1.15 1.48 10.73 32.53 4.40 37 2 251.29
 大阪大学 1931 90 57,347 682,670 1.03 1.14 9.75 28.84 5.34 63 3 182.59
 東北大学 1907 114 54,386 633,781 1.00 1.15 9.32 32.11 4.54 88 5 142.55
 名古屋大学 1939 82 42,648 513,409 1.04 1.30 9.89 30.25 4.58 119 7 113.73
 九州大学 1911 110 41,992 466,248 0.98 1.21 9.44 32.59 4.82 143 9 99.61
 北海道大学 1907 114 38,457 403,817 0.95 0.96 8.44 29.94 4.12 124 8 110.9
 東京工業大学 1929 92 29,652 318,657 1.04 1.35 10.36 34.79 5.35 80 4 149.51
 慶應義塾大学 1920 101 28,536 277,237 1.00 1.14 8.94 22.58 5.23 341 13 43.71
 筑波大学 1973 48 28,064 319,490 1.05 1.40 10.12 32.60 4.12 280 12 54.99
 早稲田大学 1920 101 18,072 190,055 0.98 1.28 10.03 34.88 5.06 491 20 25.63
 奈良先端科学技術大学院大学 1991 30 5,587 51,297 0.94 0.97 9.59 26.40 6.05 500以下 32 14.45
 北陸先端科学技術大学院大学 1990 31 3,765 26,696 0.75 0.58 6.08 39.60 3.93 500以下 86 4.16
 オックスフォード大学（英） 1167 854 135,526 2,611,892 1.94 3.35 18.83 55.06 3.79 9 - 453.65
 清華大学（中国） 1911 110 105,430 1,614,826 1.53 2.63 16.36 32.77 3.23 12 - 428.61
 マサチューセッツ工科大学（米） 1865 156 86,250 2,557,441 2.38 5.47 25.72 48.69 6.06 6 - 560.07
 シンガポール国立大学（シンガポール） 1905 116 82,633 1,429,774 1.67 2.74 17.45 60.28 2.43 36 - 254.22
 チューリッヒ工科大学（スイス） 1854 167 63,673 1,339,000 1.81 3.31 20.62 64.96 4.19 16 - 404
 カリフォルニア工科大学（米） 1891 130 40,231 1,077,041 2.08 4.19 23.12 52.25 3.40 31 - 286.92
 ロックフェラー大学（米） 1901 120 8,334 282,667 2.28 5.52 27.67 51.87 4.98 154 - 93.36
 ISTオーストリア（オーストリア） 2009 12 2,167 34,313 1.69 2.68 22.01 78.63 2.40 500以下 - -

創立
インサイト

（2012年～2020年／2021年3月9日時点）
Nature Index 2020
2019実績/2020.4公表

※1 ※2 ※3 ※3 ※4 ※5
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